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松戸市協働のまちづくり協議会（第４回）議事概要 

 
《日 時》  令和５年８月２４日（木）１５時～１７時 
《場 所》  京葉ガス F 松戸ビル ５階会議室 
《委 員》  犬塚 裕雅 会長、杉浦 利彦 副会長、齊藤 典子 委員、 

佐藤 秀樹 委員、小川 早苗 委員、牧野 昌子 委員、 
神谷 明宏 委員、坂野 喜隆 委員、田中 勝規 委員 

《傍聴者》  なし（会議非公開のため） 
 
１ 開 会 

※委員会定数確認、配布資料確認、諮問読み上げ 

 

２ 協働のまちづくり協議会 会長挨拶 

 

３ 議 題 

（１）令和６年度協働事業 第一次選考について 

① 町会・自治会の活動を PRして親しみをもってもらおう事業 

協働事業として選定すべきであるとした。 

≪付帯意見≫ 

以下の点を踏まえて、事業計画書を作成してください。 

・宣伝・プレスリリースに関して、多くの市民の目に触れられるよう、制作物の PRに 

より力を入れてください。 

 

 

② 日本語を母国語としない子どものための学習支援事業 

 協働事業として選定すべきであるとした。 

≪付帯意見≫ 

＜担当課に向けて＞ 

以下の点を踏まえて、事業計画書を作成してください。 

・常盤平での教室の確保について、独立行政法人 都市再生機構との連携を図ること

を検討してください。 

 

③ みんなで育て みんなでつくる 沿道の食べられる景観事業 

協働事業として選定すべきであるとした。 

 ≪付帯意見≫ 

 ・特になし。 
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④ まつど de SDGｓ の輪を広げようプロジェクト事業 

 協働事業として選定すべきであるとした。 

≪付帯意見≫ 

以下の点を踏まえて、事業計画書を作成してください。 

・SDGｓの市民啓発に取り組むことはとても重要です。その効果を高める為に、地域

に根ざした活動に結びつくよう、より焦点を絞った活動にすることが望ましいと

考えます。 

 

⑤ 地域まるごとで孤育てを予防する連携システム事業 

協働事業として選定すべきであるとした。 

≪付帯意見≫ 

＜担当課に向けて＞ 

以下の点を踏まえて、事業計画書を作成してください。 

・地域円卓会議で共有された課題を庁内でさらに共有し、課題を解決する役割を担当

課には期待します。 

 

 
４ 閉会 
 

 


